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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行
うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）と、前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ
、１８ｃ）とは別のタンク（３４）を有しており、
　前記別のタンク（３４）内に前記エジェクタ（１４）が配置されることにより、前記蒸
発器（１５、１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニット
（２０）を構成していることを特徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行
うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）とを有し、
　前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）の内部に前記エジェクタ（１４）が配
置されることにより、前記蒸発器（１５、１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組
み付けられ、一体化ユニット（２０）を構成していることを特徴とするエジェクタ式冷凍
サイクル用ユニット。
【請求項３】
　前記蒸発器は、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続される蒸発器（１８）であり、
　前記蒸発器（１８）は前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を空気流れと熱交換
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して蒸発させる熱交換コア部（１８ａ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）は、前記蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の内部空
間のうち、前記熱交換コア部（１８ａ）の冷媒通路の出口側に位置する内部空間（２７）
に配置されることを特徴とする請求項２に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項４】
　前記蒸発器は、前記エジェクタ（１４）の出口側に接続される第１蒸発器（１５）と、
前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続される第２蒸発器（１８）であり、
　前記第１蒸発器（１５）は、前記エジェクタ（１４）から吐出された冷媒を空気流れと
熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１５ａ）を有し、
　また、前記第２蒸発器（１８）は、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を空気
流れと熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１８ａ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）は、前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の内
部空間のうち、前記第２蒸発器（１８）の熱交換コア部（１８ａ）の冷媒通路の出口側に
位置する内部空間（２７）に配置され、
　前記エジェクタ（１４）の冷媒出口側部分を固定する接続ブロック（２４）が前記第２
蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の前記内部空間（２７）に配置され、
　前記接続ブロック（２４）には、前記エジェクタ（１４）の冷媒出口側通路と連通する
連通穴（２４ｃ）が形成され、
　前記連通穴（２４ｃ）はさらに、前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ、１５ｃ）
の内部空間のうち、前記第１蒸発器（１５）の熱交換コア部（１５ａ）の冷媒通路の入口
側に位置する内部空間（３２）に連通することを特徴とする請求項２に記載のエジェクタ
式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項５】
　前記蒸発器は、前記エジェクタ（１４）の出口側に接続される第１蒸発器（１５）と、
前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続される第２蒸発器（１８）であり、
　前記第１蒸発器（１５）は、前記エジェクタ（１４）から吐出された冷媒を空気流れと
熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１５ａ）を有し、
　また、前記第２蒸発器（１８）は、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を空気
流れと熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１８ａ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）は、前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の内
部空間のうち、前記第２蒸発器（１８）の熱交換コア部（１８ａ）の冷媒通路の出口側に
位置する内部空間（２７）に配置され、
　前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）のうち、前記エジェクタ（１４）
が配置される前記内部空間（２７）と反対側の端部に、前記第２蒸発器（１８）の冷媒通
路と仕切られた連通空間（５２ｄ）を区画形成し、
　前記エジェクタ（１４）の冷媒出口側通路を前記連通空間（５２ｄ）を介して、前記第
１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ、１５ｃ）の内部空間のうち、前記第１蒸発器（１５
）の熱交換コア部（１５ａ）の冷媒通路の入口側に位置する内部空間（３２）に連通する
ことを特徴とする請求項２に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項６】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行
うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）の長手方向を前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）
の長手方向に一致させて、前記エジェクタ（１４）が前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８
ｂ、１８ｃ）と平行に配置された状態にて前記蒸発器（１５、１８）と前記エジェクタ（
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１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を構成していることを特徴とす
るエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項７】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）の出口側に接続され前記エジェクタ（１４）から吐出された冷
媒を蒸発させる第１蒸発器（１５）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を
蒸発させる第２蒸発器（１８）とを備え、
　前記第１蒸発器（１５）および前記第２蒸発器（１８）は、それぞれ、複数の冷媒通路
に対する冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）を
有し、
　前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ）と前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８
ｂ）との間に前記エジェクタ（１４）が一体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を
構成していることを特徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項８】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）の出口側に接続され前記エジェクタ（１４）から吐出された冷
媒を蒸発させる第１蒸発器（１５）と、
　前記エジェクタ（１４）の前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１
４ｂ）に吸引される冷媒を蒸発させる第２蒸発器（１８）とを備え、
　前記第１蒸発器（１５）を空気流れ上流側に配置し、前記第２蒸発器（１８）を空気流
れ下流側に配置し、
　前記第２蒸発器（１８）に前記エジェクタ（１４）が一体に組み付けられ、一体化ユニ
ット（２０）を構成していることを特徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項９】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を空気流れと熱交換して蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、前記空気流れの上流側に位置する空気上流側面と、前記
空気流れの下流側に位置する空気下流側面と、前記空気上流側面および前記空気下流側面
と直交する側面部とを有し、
　前記エジェクタ（１４）の長手方向を前記蒸発器（１５、１８）の前記側面部の長手方
向に一致させて、前記エジェクタ（１４）が前記蒸発器（１５、１８）の前記側面部に一
体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を構成していることを特徴とするエジェクタ
式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１０】
　前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口（２６）と
を有することを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サ
イクル用ユニット。
【請求項１１】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を
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蒸発させる蒸発器（１８）と、
　前記蒸発器（１８）の冷媒流れ入口側に配置され、冷媒流れを減圧する絞り機構（１７
、１７ａ、１７ｂ）とを備え、
　前記蒸発器（１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニッ
ト（２０）を構成し、
　さらに、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）が前記一体化ユニット（２０）に一体
に組み付けられていることを特徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１２】
　前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口（２６）と
を有し、
　前記冷媒入口（２５）には、前記冷媒入口（２５）の通路を前記エジェクタ（１４）の
入口側に接続される第１通路（２５ａ）と、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）の入
口側に接続される第２通路（１６）とに分岐する分岐部（Ｚ）が構成されていることを特
徴とする請求項１１記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１３】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を
蒸発させる蒸発器（１８）と、
　前記蒸発器（１８）の冷媒流れ入口側に配置され、冷媒流れを減圧する絞り機構（１７
、１７ａ、１７ｂ）とを備え、
　前記蒸発器（１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニッ
ト（２０）を構成し、
　前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口（２６）と
を有し、
　前記冷媒入口（２５）には、前記冷媒入口（２５）の通路を前記エジェクタ（１４）の
入口側に接続される第１通路（２５ａ）と、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）の入
口側に接続される第２通路（１６）とに分岐する分岐部（Ｚ）が構成されていることを特
徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１４】
　さらに、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）が前記一体化ユニット（２０）に一体
に組み付けられていることを特徴とする請求項１３に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用
ユニット。
【請求項１５】
　前記蒸発器（１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行うタン
ク（１８ｂ）を有し、
　前記タンク（１８ｂ）の内部に前記絞り機構（１７ａ）が配置されることを特徴とする
請求項１１ないし１４のいずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１６】
　前記蒸発器（１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行う複数
のタンク（１８ｂ、１８ｃ）を有し、
　前記複数のタンクのうち、同一のタンク（１８ｂ）の内部に、前記エジェクタ（１４）
および前記絞り機構（１７ａ）が配置されることを特徴とする請求項１１ないし１４のい
ずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１７】
　前記蒸発器（１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行うタン
ク（１８ｂ、１８ｃ）を有し、
　前記絞り機構（１７ａ）が前記タンク（１８ｂ、１８ｃ）の外側に配置されることを特
徴とする請求項１１ないし１４のいずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニ



(5) JP 2007-57222 A5 2008.9.4

ット。
【請求項１８】
　前記絞り機構はキャピラリチューブ（１７ａ）であることを特徴とする請求項１１ない
し１７のいずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項１９】
　前記絞り機構は固定絞り穴（１７ｂ）であることを特徴とする請求項１１ないし１７の
いずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２０】
　前記冷媒入口（２５）および前記冷媒出口（２６）は１個の接続ブロック（２３）に形
成されることを特徴とする請求項１０、１２、１３、１４のいずれか１つに記載のエジェ
クタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２１】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）の外部に装着される外付きカセット部（３６）を有し、
　前記外付きカセット部（３６）内に前記エジェクタ（１４）が配置された状態にて前記
蒸発器（１５、１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニッ
ト（２０）を構成していることを特徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２２】
　前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口（２６）と
を有し、
　前記外付きカセット部（３６）は前記エジェクタ（１４）を収容するケース部（３７、
３８）を有し、
　前記ケース部（３７、３８）に前記冷媒入口（２５）と前記冷媒出口（２６）が一体に
構成されることを特徴とする請求項２１に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２３】
　前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口（２６）が
形成された接続ブロック（２３）を有し、
　前記外付きカセット部（３６）は、前記蒸発器（１５、１８）の左右両側の側面部のう
ち一方側の側面部に配置され、
　前記接続ブロック（２３）は前記蒸発器（１５、１８）の左右両側の側面部のうち他方
側の側面部に配置されていることを特徴とする請求項２１に記載のエジェクタ式冷凍サイ
クル用ユニット。
【請求項２４】
　ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から
冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）
から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）の出口側に接続され前記エジェクタから吐出された冷媒を蒸発
させる第１蒸発器（１５）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒を蒸発
させる第２蒸発器（１８）と、
　前記第２蒸発器（１８）の冷媒流れ入口側に配置され、冷媒流れを減圧するキャピラリ
チューブ（１７ａ）とを備え、
　前記第１蒸発器（１５）と、前記第２蒸発器（１８）と、前記エジェクタ（１４）と、
前記キャピラリチューブ（１７ａ）とが一体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を
構成していることを特徴とするエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２５】
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　前記第１蒸発器（１５）および前記第２蒸発器（１８）は、それぞれ、複数の冷媒通路
に対する冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）を
有し、
　前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ、１５ｃ）と前記第２蒸発器（１８）のタン
ク（１８ｂ、１８ｃ）とが空気流れ方向に隣接して配置され、
　前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ、１５ｃ）と前記第２蒸発器（１８）のタン
ク（１８ｂ、１８ｃ）との間にタンク長手方向に延びる谷部（５１）が形成され、
　前記キャピラリチューブ（１７ａ）が前記谷部（５１）に配置され、前記タンク（１５
ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）の外表面に固定されることを特徴とする請求項２４に記載
のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２６】
　前記エジェクタ（１４）は、前記ノズル部（１４ａ）から噴射する高い速度の冷媒流と
前記冷媒吸引口（１４ｂ）の吸引冷媒とを混合する混合部（１４ｃ）、および前記混合部
（１４ｃ）で混合した冷媒流の速度エネルギーを圧力エネルギーに変換する昇圧部（１４
ｄ）を有することを特徴とする請求項１ないし２５のいずれか１つに記載のエジェクタ式
冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２７】
　前記蒸発器（１５、１８）の熱交換コア部（１５ａ、１８ａ）が偏平チューブ（２１）
とコルゲートフィン（２２）との積層構造により構成されることを特徴とする請求項１な
いし２６のいずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２８】
　前記蒸発器（１５、１８）の熱交換コア部（１５ａ、１８ａ）が、平板状のプレートフ
ィン（２２０）の穴部（２２１）に対してチューブ（２２１）を串差し状に接合するプレ
ートフィンタイプの熱交換構造により構成されることを特徴とする請求項１ないし２６の
いずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニット。
【請求項２９】
　前記蒸発器（１５、１８）の熱交換コア部（１５ａ、１８ａ）が、蛇行状に曲げ形成さ
れたチューブ（２３０）を有するサーペンタインタイプの熱交換構造により構成されるこ
とを特徴とする請求項１ないし２６のいずれか１つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用
ユニット。
【請求項３０】
　冷媒を吸入し圧縮する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機（１１）から吐出された高圧冷媒の放熱を行う放熱器（１２）と、
　前記放熱器（１２）から供給される冷媒を蒸発させる請求項１ないし２９のいずれか１
つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニットとを備えることを特徴とするエジェクタ
式冷凍サイクル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は上記目的を達成するためになされたもので、請求項１に記載の発明では、ノズ
ル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流により冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を
吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸
引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行
うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）と、前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ
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、１８ｃ）とは別のタンク（３４）を有しており、
　前記別のタンク（３４）内に前記エジェクタ（１４）が配置されることにより、前記蒸
発器（１５、１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニット
（２０）を構成しているエジェクタ式冷凍サイクル用ユニットを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
  また、請求項２に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒
流により冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射され
た冷媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ
（１４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行
うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）を有し、
　前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）の内部に前記エジェクタ（１４）が配
置されることにより、前記蒸発器（１５、１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組
み付けられ、一体化ユニット（２０）を構成しているエジェクタ式冷凍サイクル用ユニッ
トを特徴とする。
　請求項１、２に記載の発明によると、エジェクタ（１４）と少なくとも１つの蒸発器（
１５、１８）とを含む一体化ユニット（２０）全体を一体物として取り扱うことができる
。そのため、エジェクタ式冷凍サイクルを車両等の適用対象に搭載する際の搭載作業を非
常に効率よく行うことができる。
　また、請求項２に記載の発明のように、蒸発器（１５、１８）の複数の冷媒通路に対す
る冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）の内部に
エジェクタ（１４）を配置することで、搭載スペースの小型化をより一層実現できる。
　しかも、エジェクタ（１４）と蒸発器（１５、１８）側冷媒流路との接続も接続配管な
しで、簡単に行うことができる。さらに、蒸発器（１５、１８）のタンク（１５ｂ、１５
ｃ、１８ｂ、１８ｃ）内は低温の低圧冷媒が流れるから、エジェクタ（１４）の外表面に
対して断熱処理を行う必要がないという付随効果をも発揮できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項３に記載の発明では、請求項２に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニットに
おいて、前記蒸発器は具体的には前記エジェクタの前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され
る蒸発器（１８）であり、
　前記蒸発器（１８）は、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を空気流れと熱交
換して蒸発させる熱交換コア部（１８ａ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）は、前記蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の内部空
間のうち、前記熱交換コア部（１８ａ）の冷媒通路の出口側に位置する内部空間（２７）
に配置されることを特徴とする。
　これによると、蒸発器（１８）の冷媒通路の出口部を構成するタンク内部空間（２７）
を接続配管なしでエジェクタ冷媒吸引口（１４ｂ）に直接接続することができるので、一
体化ユニット（２０）の組み付けを簡素化できる。
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　また、接続配管による冷媒流れの圧損発生を回避できるので、この圧損低減分だけ、蒸
発器（１８）の蒸発圧力を引き下げることができ、蒸発器（１８）の冷却性能を向上でき
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項４に記載の発明では、請求項２に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニットに
おいて、前記蒸発器は、前記エジェクタ（１４）の出口側に接続される第１蒸発器（１５
）と、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続される第２蒸発器（１８）であり、
　前記第１蒸発器（１５）は、前記エジェクタ（１４）から吐出された冷媒を空気流れと
熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１５ａ）を有し、
　また、前記第２蒸発器（１８）は、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を空気
流れと熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１８ａ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）は、前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の内
部空間のうち、前記第２蒸発器（１８）の熱交換コア部（１８ａ）の冷媒通路の出口側に
位置する内部空間（２７）に配置され、
　前記エジェクタ（１４）の冷媒出口側部分を固定する接続ブロック（２４）が前記第２
蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）の前記内部空間（２７）に配置され、
　前記接続ブロック（２４）には、前記エジェクタ（１４）の冷媒出口側通路と連通する
連通穴（２４ｃ）が形成され、
　前記連通穴（２４ｃ）はさらに、前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ、１５ｃ）
の内部空間のうち、前記第１蒸発器（１５）の熱交換コア部（１５ａ）の冷媒通路の入口
側に位置する内部空間（３２）に連通することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　これによると、エジェクタ吐出側とエジェクタ吸引側の２つの蒸発器（１５）（１８）
の組み合わせにて冷却性能を発揮できるとともに、第１蒸発器（１５）および第２蒸発器
（１８）を含めた一体化ユニット（２０）を構成できる。このため、一体化対象の機器数
を増加して、搭載作業性の向上、搭載スペースの小型化、コストダウン等の効果をより有
効に発揮できる。
　また、請求項４に記載の発明では、エジェクタ吸引側の第２蒸発器（１８）に関して請
求項３と同様の作用効果を発揮できる。これに加えて、エジェクタ（１４）の冷媒出口側
部分を固定する接続ブロック（２４）に、エジェクタ（１４）の冷媒出口側通路と第１蒸
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発器（１５）の冷媒通路の入口部を構成するタンク内部空間（３２）とを連通する役割を
持たせることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項５に記載の発明では、請求項２に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニットに
おいて、前記蒸発器は、前記エジェクタ（１４）の出口側に接続される第１蒸発器（１５
）と、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続される第２蒸発器（１８）であり、
　前記第１蒸発器（１５）は、前記エジェクタ（１４）から吐出された冷媒を空気流れと
熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１５ａ）を有し、
　また、前記第２蒸発器（１８）は、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を空気
流れと熱交換して蒸発させる熱交換コア部（１８ａ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）は、前記第２蒸発器（１８）の前記タンク（１８ｂ、１８ｃ）
の内部空間のうち、前記第２蒸発器（１８）の熱交換コア部（１５ａ）の冷媒通路の出口
側に位置する内部空間（２７）に配置され、
　前記第２蒸発器（１８）の前記タンク（１８ｂ、１８ｃ）のうち、前記エジェクタ（１
４）が配置される前記内部空間（２７）と反対側の端部に、前記第２蒸発器（１８）の冷
媒通路と仕切られた連通空間（５２ｄ）を区画形成し、
　前記エジェクタ（１４）の冷媒出口側通路を前記連通空間（５２ｄ）を介して、前記第
１蒸発器（１５）の前記タンク（１５ｂ、１５ｃ）の内部空間のうち、前記第１蒸発器（
１５）の熱交換コア部（１５ａ）の冷媒通路の入口側に位置する内部空間（３２）に連通
することを特徴とする。
　これによると、請求項４と同様に、エジェクタ吐出側とエジェクタ吸引側の２つの蒸発
器（１５）（１８）の組み合わせにて冷却性能を発揮できるとともに、第１、第２蒸発器
（１５、１８）とエジェクタ（１４）とを一体化できる。このため、一体化対象の機器数
を増加して、搭載作業性の向上、搭載スペースの小型化、コストダウン等の効果をより有
効に発揮できる。
　また、請求項５に記載の発明では、エジェクタ吸引側の第２蒸発器（１８）に関して請
求項３と同様の作用効果を発揮できる。これに加えて、第２蒸発器（１８）の冷媒通路と
仕切られた連通空間（５２ｄ）を用いて、エジェクタ（１４）の冷媒出口側通路と第１蒸
発器（１５）の冷媒通路の入口部を構成するタンク内部空間（３２）とを連通することが
できる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項６に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流によ
り冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒
と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４
）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、複数の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行
うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）を有し、
　前記エジェクタ（１４）の長手方向を前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）
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の長手方向に一致させて、前記エジェクタ（１４）が前記タンク（１５ｂ、１５ｃ、１８
ｂ、１８ｃ）と平行に配置された状態にて前記蒸発器（１５、１８）と前記エジェクタ（
１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を構成していることを特徴とす
る。
　請求項６に記載の発明においても、請求項１、２に記載の発明と同様の作用効果を発揮
できる。特に、請求項６に記載の発明では、エジェクタ（１４）の長手方向をタンク（１
５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）の長手方向に一致させて、エジェクタ（１４）をタンク
（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）と平行に配置しているから、エジェクタ（１４）を
蒸発器（１５、１８）に対してコンパクトに配置できる。
　請求項７に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流によ
り冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒
と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４
）と、
　前記エジェクタ（１４）の出口側に接続され前記エジェクタ（１４）から吐出された冷
媒を蒸発させる第１蒸発器（１５）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を
蒸発させる第２蒸発器（１８）とを備え、
　前記第１蒸発器（１５）および前記第２蒸発器（１８）は、それぞれ、複数の冷媒通路
に対する冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）を
有し、
　前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ）と前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８
ｂ）との間に前記エジェクタ（１４）が一体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を
構成していることを特徴とする。
  請求項７に記載の発明においても、請求項４、５と同様に、エジェクタ吐出側とエジェ
クタ吸引側の２つの蒸発器（１５）（１８）の組み合わせにて冷却性能を発揮できるとと
もに、第１、第２蒸発器（１５、１８）とエジェクタ（１４）とを一体化できる。このた
め、一体化対象の機器数を増加して、搭載作業性の向上、搭載スペースの小型化、コスト
ダウン等の効果をより有効に発揮できる。
  請求項８に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流によ
り冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒
と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４
）と、
　前記エジェクタ（１４）の出口側に接続され前記エジェクタ（１４）から吐出された冷
媒を蒸発させる第１蒸発器（１５）と、
　前記エジェクタ（１４）の前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１
４ｂ）に吸引される冷媒を蒸発させる第２蒸発器（１８）とを備え、
　前記第１蒸発器（１５）を空気流れ上流側に配置し、前記第２蒸発器（１８）を空気流
れ下流側に配置し、
　前記第２蒸発器（１８）に前記エジェクタ（１４）が一体に組み付けられ、一体化ユニ
ット（２０）を構成していることを特徴とする。
　請求項８に記載の発明においても、請求項１、２に記載の発明と同様の作用効果を発揮
できる。
　また、エジェクタ吐出側とエジェクタ吸引側の２つの蒸発器（１５）（１８）の組み合
わせにて冷却性能を発揮できる。その際に、請求項８に記載の発明では、第１蒸発器（１
５）を空気流れ上流側に配置し、第２蒸発器（１８）を空気流れ下流側に配置しているの
で、第１、第２蒸発器（１５、１８）の双方で、冷媒温度と空気温度との温度差を十分確
保して、第１、第２蒸発器（１５、１８）の冷却性能を効果的に発揮できる。
　請求項９に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流によ
り冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷媒
と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１４
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）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を空気流れと熱交換して蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）は、前記空気流れの上流側に位置する空気上流側面と、前記
空気流れの下流側に位置する空気下流側面と、前記空気上流側面および前記空気下流側面
と直交する側面部とを有し、
　前記エジェクタ（１４）の長手方向を前記蒸発器（１５、１８）の前記側面部の長手方
向に一致させて、前記エジェクタ（１４）が前記蒸発器（１５、１８）の前記側面部に一
体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を構成していることを特徴とする。
　請求項９に記載の発明においても、請求項１、２に記載の発明と同様の作用効果を発揮
できる。また、エジェクタ（１４）の長手方向を蒸発器（１５、１８）の側面部の長手方
向に一致させることで、エジェクタ（１４）を蒸発器（１５、１８）の側面部にコンパク
トに配置できる。
　請求項１０に記載の発明では、請求項１ないし９のいずれか１つに記載のエジェクタサ
イクル用ユニットにおいて、前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と
１つの冷媒出口（２６）とを有することを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項１１に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流に
より冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷
媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１
４）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を
蒸発させる蒸発器（１８）と、
　前記蒸発器（１８）の冷媒流れ入口側に配置され、冷媒流れを減圧する絞り機構（１７
、１７ａ、１７ｂ）とを備え、
　前記蒸発器（１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニッ
ト（２０）を構成し、
　さらに、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）が前記一体化ユニット（２０）に一体
に組み付けられていることを特徴とする。
　請求項１１に記載の発明においても、請求項１、２に記載の発明と同様の作用効果を発
揮できる。これに加え、絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）を含めた一体化ユニット（２
０）を構成でき、一体化対象の機器数を増加して、搭載作業性の向上、搭載スペースの小
型化、コストダウン等の効果をより有効に発揮できる。
　請求項１２に記載の発明では、請求項１１に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニッ
トにおいて、前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口
（２６）とを有し、前記冷媒入口（２５）には、前記冷媒入口（２５）の通路を前記エジ
ェクタ（１４）の入口側に接続される第１通路（２５ａ）と、前記絞り機構（１７、１７
ａ、１７ｂ）の入口側に接続される第２通路（１６）とに分岐する分岐部（Ｚ）が構成さ
れていることを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
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　請求項１３に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流に
より冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷
媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１
４）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され、前記冷媒吸引口（１４ｂ）に吸引される冷媒を
蒸発させる蒸発器（１８）と、
　前記蒸発器（１８）の冷媒流れ入口側に配置され、冷媒流れを減圧する絞り機構（１７
、１７ａ、１７ｂ）とを備え、
　前記蒸発器（１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニッ
ト（２０）を構成し、
　前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒出口（２６）と
を有し、
　前記冷媒入口（２５）には、前記冷媒入口（２５）の通路を前記エジェクタ（１４）の
入口側に接続される第１通路（２５ａ）と、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）の入
口側に接続される第２通路（１６）とに分岐する分岐部（Ｚ）が構成されていることを特
徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項１３に記載の発明においても、請求項１、２に記載の発明と同様の作用効果を発
揮できる。これに加え、冷媒入口（２５）を上記請求項１２に記載の発明と同一の構成と
して、上記請求項１２に記載の発明と同様の作用効果を発揮できる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　請求項１４に記載の発明では、請求項１３に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニッ
トにおいて、さらに、前記絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）が前記一体化ユニット（２
０）に一体に組み付けられていることを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　これによると、請求項１１と同様に、絞り機構（１７、１７ａ、１７ｂ）を含めた一体
化ユニット（２０）を構成できる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　請求項１５に記載の発明のように、請求項１１ないし１４のいずれか１つに記載のエジ
ェクタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記蒸発器（１８）は、複数の冷媒通路に対
する冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１８ｂ）を有し、前記タンク（１８ｂ）の
内部に前記絞り機構（１７ａ）を配置すれば、搭載スペースの小型化をより一層実現でき
る。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　請求項１６に記載の発明のように、請求項１１ないし１４のいずれか１つに記載のエジ
ェクタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記蒸発器（１８）は、複数の冷媒通路に対
する冷媒流れの分配または集合を行う複数のタンク（１８ｂ、１８ｃ）を有し、
　前記複数のタンク（１８ｂ、１８ｃ）のうち、同一のタンク（１８ｂ）の内部に、前記
エジェクタ（１４）および前記絞り機構（１７ａ）を配置すれば、搭載スペースの小型化
をさらに効果的に実現できる。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　請求項１７に記載の発明のように、請求項１１ないし１４のいずれか１つに記載のエジ
ェクタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記蒸発器（１８）は、複数の冷媒通路に対
する冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１８ｂ、１８ｃ）を有し、
  前記絞り機構（１７ａ）を前記タンク（１８ｂ、１８ｃ）の外側に配置してもよい。
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【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　請求項１８に記載の発明のように、請求項１１ないし１７のいずれか１つに記載のエジ
ェクタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記絞り機構は具体的にはキャピラリチュー
ブ（１７ａ）である。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　請求項１９に記載の発明のように、請求項１１ないし１７のいずれか１つに記載のエジ
ェクタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記絞り機構は具体的には固定絞り穴（１７
ｂ）である。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　請求項２０に記載の発明では、請求項１０、１２、１３、１４のいずれか１つに記載の
エジェクタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記冷媒入口（２５）および前記冷媒出
口（２６）は１個の接続ブロック（２３）に形成されることを特徴とする。
　これによると、１個の接続ブロック（２３）に冷媒出入口のジョイント機能を発揮させ
ることができる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　請求項２１に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流に
より冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷
媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１
４）と、
　前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒または前記エジェクタ（１４）から吐出され
た冷媒を蒸発させる蒸発器（１５、１８）とを備え、
　前記蒸発器（１５、１８）の外部に装着される外付きカセット部（３６）を有し、
　前記外付きカセット部（３６）内に前記エジェクタ（１４）が配置された状態にて前記
蒸発器（１５、１８）と前記エジェクタ（１４）とが一体に組み付けられ、一体化ユニッ
ト（２０）を構成していることを特徴とする。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４０】
　これによると、蒸発器（１５、１８）とエジェクタ（１４）との一体化に際して、エジ
ェクタ（１４）を蒸発器タンク内に配置するための改造を蒸発器側に行う必要がない。そ
のため、既存の蒸発器構造を利用して本発明の一体化ユニット（２０）を構成できる。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　請求項２２に記載の発明のように、請求項２１に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユ
ニットにおいて、前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒
出口（２６）とを有し、
　前記外付きカセット部（３６）は前記エジェクタ（１４）を収容するケース部（３７、
３８）を有し、
　前記ケース部（３７、３８）に前記冷媒入口（２５）と前記冷媒出口（２６）を一体に
構成してもよい。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　請求項２３に記載の発明のように、請求項２１に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユ
ニットにおいて、前記一体化ユニット（２０）は、１つの冷媒入口（２５）と１つの冷媒
出口（２６）が形成された接続ブロック（２３）を有し、
　前記外付きカセット部（３６）を、前記蒸発器（１５、１８）の左右両側の側面部のう
ち一方側の側面部に配置し、
　前記接続ブロック（２３）は前記蒸発器（１５、１８）の左右両側の側面部のうち他方
側の側面部に配置してもよい。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　請求項２４に記載の発明では、ノズル部（１４ａ）から噴射される高い速度の冷媒流に
より冷媒吸引口（１４ｂ）から冷媒を吸引し、前記ノズル部（１４ａ）から噴射された冷
媒と前記冷媒吸引口（１４ｂ）から吸引された冷媒とを混合して吐出するエジェクタ（１
４）と、
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　前記エジェクタ（１４）の出口側に接続され前記エジェクタから吐出された冷媒を蒸発
させる第１蒸発器（１５）と、
　前記冷媒吸引口（１４ｂ）に接続され前記エジェクタ（１４）に吸引される冷媒を蒸発
させる第２蒸発器（１８）と、
　前記第２蒸発器（１８）の冷媒流れ入口側に配置され、冷媒流れを減圧するキャピラリ
チューブ（１７ａ）とを備え、
　前記第１蒸発器（１５）と、前記第２蒸発器（１８）と、前記エジェクタ（１４）と、
前記キャピラリチューブ（１７ａ）とが一体に組み付けられ、一体化ユニット（２０）を
構成していることを特徴とする。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　これによると、請求項４、５、７、８と同様にエジェクタ出口側とエジェクタ吸引側の
２つの蒸発器（１５、１８）の組み合わせにて冷却性能を発揮できるとともに、この２つ
の蒸発器（１５、１８）、エジェクタ（１４）、および第２蒸発器用の絞り機構をなすキ
ャピラリチューブ（１７ａ）を含めた一体化ユニット（２０）を構成でき、搭載作業性の
向上等の効果をより一層有効に発揮できる。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　請求項２５に記載の発明では、請求項２４に記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニッ
トにおいて、前記第１蒸発器（１５）および前記第２蒸発器（１８）は、それぞれ、複数
の冷媒通路に対する冷媒流れの分配または集合を行うタンク（１５ｂ、１５ｃ、１８ｂ、
１８ｃ）を有し、
　前記第１蒸発器（１５）のタンク（１５ｂ、１５ｃ）と前記第２蒸発器（１８）のタン
ク（１８ｂ、１８ｃ）とが空気流れ方向に隣接して配置され、前記第１蒸発器（１５）の
タンク（１５ｂ、１５ｃ）と前記第２蒸発器（１８）のタンク（１８ｂ、１８ｃ）との間
にタンク長手方向に延びる谷部（５１）が形成され、
　前記キャピラリチューブ（１７ａ）が前記谷部（５１）に配置され、前記タンク（１５
ｂ、１５ｃ、１８ｂ、１８ｃ）の外表面に固定されることを特徴とする。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　請求項２６に記載の発明のように、請求項１ないし２５のいずれか１つに記載のエジェ
クタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記エジェクタは、前記ノズル部（１４ａ）か
ら噴射する高い速度の冷媒流と前記冷媒吸引口（１４ｂ）の吸引冷媒とを混合する混合部
（１４ｃ）、および前記混合部（１４ｃ）で混合した冷媒流の速度エネルギーを圧力エネ
ルギーに変換する昇圧部（１４ｄ）を有している。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　請求項２７に記載の発明のように、請求項１ないし２６のいずれか１つに記載のエジェ
クタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記蒸発器（１５、１８）の熱交換コア部（１
５ａ、１８ａ）は具体的には、偏平チューブ（２１）とコルゲートフィン（２２）との積
層構造により構成すればよい。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　請求項２８に記載の発明のように、請求項１ないし２６のいずれか１つに記載のエジェ
クタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記蒸発器（１５、１８）の熱交換コア部（１
５ａ、１８ａ）は具体的には、平板状のプレートフィン（２２０）の穴部（２２１）に対
してチューブ（２２１）を串差し状に接合するプレートフィンタイプの熱交換構造により
構成してもよい。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　請求項２９に記載の発明のように、請求項１ないし２６のいずれか１つに記載のエジェ
クタ式冷凍サイクル用ユニットにおいて、前記蒸発器（１５、１８）の熱交換コア部（１
５ａ、１８ａ）は具体的には、蛇行状に曲げ形成されたチューブ（２３０）を有するサー
ペンタインタイプの熱交換構造により構成してもよい。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　請求項３０に記載の発明では、冷媒を吸入し圧縮する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機（１１）から吐出された高圧冷媒の放熱を行う放熱器（１２）と、
　前記放熱器（１２）から供給される冷媒を蒸発させる請求項１ないし２９のいずれか１
つに記載のエジェクタ式冷凍サイクル用ユニットとを備えるエジェクタ式冷凍サイクルを
特徴としている。
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